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1．はじめに

近年、初等中等教育のみならず高等教育におい

ても、「他者との協働や課題解決型学習などを通

じ、深い学習を体験し、自ら思考することを重視

する考え方」の重要性が指摘されている（文部科

学省 2023）。こうした流れの中で、知識の習得に

とどまらず、社会課題の現場に関わる体験的な学

び（経験学習：experiential learning）を通じ

て、主体性・協働性・課題解決力を育成する教育

の意義が高まっている。とりわけ、国際的な協働

活動は、異文化理解や多様性の尊重を学ぶ場であ

ると同時に、他者との関わりを通じて価値観やリ

ーダーシップを形成する機会として注目される。

欧米では体系的な教育プログラムが定着しつつ

あるが、日本の大学では発展段階にあり、今後は

こうした体験的学びの導入が教育実践や学生支

援の新たな方向性として期待される。 

2．プロジェクトの背景と目的 

Marianas Kyushoku Project（以下 MKP）は、北

マリアナ諸島サイパン島の学校給食をテーマに、

日本の大学生が現地の教育機関や行政、地域住民

と連携して取り組む国際協働型教育プロジェク

トである。現地の給食は地域経済や食文化の影響

を受け、喫食率の低さや食品廃棄といった課題を

抱えている。MKP では、食を通じた健康づくりや

文化継承を題材に、学生が現地の児童・生徒、教

職員、給食提供事業者と協働しながら課題を発

見・解決するプロセスを重視している。 

本プロジェクトの目的は、こうした活動を通じ

て学生が多文化環境で他者と協働し、リーダーシ

ップや課題解決力、社会的責任感を育むことであ

る。MKP は国際協働を通じた体験的学びを大学教

育に位置づけ、経験の振り返りと次の行動への接

続を促す仕組みにより、学びを一過的体験にとど

めず継続的な成長へと発展させる試みである。 

3．プロジェクトの歩み 

 本プロジェクトは、10 年以上にわたり現地機

関と連携してリーダーシップ・プログラムを展開

してきた教職員が、学生と共に「現地のために何

ができるか」を考えたことを契機に、2024 年 3 月

に発足した。現地の学校給食が抱える残食率の高

さに着目し、その改善を通して学生が課題発見力

や協働的リーダーシップを育む実践の場として

位置づけられている。 

 2024 年度には、小・中学校の生徒を対象に質問

紙調査や給食時の着席時間の実測、残食量の計測、

教員・生徒・給食提供事業者へのヒアリングを実

施し、喫食率の低さや残食要因を客観的に明らか

にすることを試みた。また、これらの結果を CNMI 

Public School System（北マリアナ諸島連邦公立

学校機構：PSS）および同機構の Child Nutrition 

Program（CNP）のメンバーに報告し、今後の取り

組みについて協議した。 

2025 年度には、第 13 回日本食育学会学術大会

でこれまでの成果について学生・教員メンバーが

共同発表を行い、食育分野の研究者や実践家から

多数の示唆に富むアドバイスを得た。また、現地

では PSS および CNP のスタッフと継続的に意見

交換を行うとともに、CNMI の D. M. Apatang 知

事を表敬訪問し、学生が本プロジェクトの概要と

意義をプレゼンテーションした。その結果、知事

からは本プロジェクトに対する高い評価と、今後

の活動への支援の意向が示された。さらに、実業

家 Jerry Tan 氏との会談では、MKP の理念への共
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感が寄せられ、今後のサポートを惜しまない旨の

コメントを得るなど、現地において MKP の活動は

広く好意的に受け止められている。 

4．学生の成長過程に見られた学びの特徴 

学生の行動や発言の変化を通して、①主体的行

動への転換、②協働的リーダーシップの発揮、③

異文化理解と自己変容といった学びの特徴が見

られた。初期には指示を待つ傾向があった学生も、

活動を重ねる中で自ら課題を見出し、現地との対

話を通して自律的行動へと変化していった。メン

バー間では「分散型リーダーシップ（distributed 

leadership）」が観察され、個々が役割を担いな

がら相互に支え合い、チームとして意思決定を行

う姿が確認された。また、給食という身近なテー

マを通じて「自分の当たり前は他者にとって当た

り前ではない」という気づきを得る学生も多く、

異文化理解と自己の価値観の相対化が進んだ。こ

れらの経験は、国際的な協働を通じてリーダーシ

ップを育むうえで重要な基盤となる、多文化感受

性の形成につながったと考えられる。 

5．教育的意義と課題、今後の展望 

MKPは地域課題の解決と学生の成長支援を両立

させる試みであり、大学教育における国際協働型

の学びを探る実践である。学生が社会的課題に主

体的に関わり、異文化環境での協働を通じてリー

ダーシップを培っていく過程では、学内外のネッ

トワークを教育資源として活かしながら、地域と

の連携を通じて学びを深めていく姿が見られて

おり、こうした実践の中に教育的意義の可能性を

見ている。 

一方で、活動の継続性や成果の可視化、事前・

事後教育の体系化など、教育実践としての体制整

備は今後も検討すべき課題である。これまで培っ

てきたリーダーシップ教育やリフレクションの

手法を基盤に、さらなる学びの深化と持続的な発

展を図りつつ、現地教育機関との協働を一層強化

していくことを目指している。MKP を通して、学

生が国際的な課題に主体的に関わり、協働の中で

成長していくプロセスを、今後も実践を重ねなが

ら丁寧に探っていきたい。 
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